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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は免疫グロブリンスーパーファミリーおよびジャンクション接着分子（JAM）ファミリーに属します。この遺伝子によってコードされるタンパク質はI型膜タンパク質であり、上皮細胞と内皮細胞の両方のタイトジャンクションに局在します。様々な免疫細胞種と相互作用する接着リガンドとして機能し、リンパ球の二次リンパ器官へのホーミングに関与している可能性があります。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2012年7月],機能：リンパ球が二次リンパ器官へホーミングする過程において役割を果たす可能性がある。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属する。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,細胞内局在：上皮細胞と内皮細胞の両方のタイトジャンクションに局在する。,サブユニット：JAM3と相互作用する。,組織特異性：心臓、胎盤、肺、包皮、リンパ節で最も高い発現を示す。高内皮細静脈に顕著に発現し、他の血管の内皮にも存在する。高内皮細胞の細胞間境界に局在する。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）、タイトジャンクション、白血球の内皮透過移動、ヘリコバクターピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達
	画像データ
	

	パラフィン包埋マウス肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	JAM-Bポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

